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＜今後の予定＞
eX. 12 「モノドラマ《孤島のチェロ》」  　　　　　　　　＊川島素晴による書下し舞台作品を多井智紀のソロにより初演
<live> 2009 年 12月 21日（月）杉並公会堂・小ホール　<experiment> 2009 年 12月（詳細未定）「チェロの現代奏法」

eX.13 「フランコ・ドナトーニの初演作品を集めて」　　  ＊没後 10年を迎えるドナトーニの日本初演となる作品を特集
<live> 2010 年 3月 18日（木）杉並公会堂・小ホール　<experiment> 2010 年 3月（詳細未定）「ドナトーニ作品分析」

                    （エクスドット）は、作曲家・川島素晴と山根明季子によって 2007 年から始められた現代音楽のシリーズである。

企画内容は多岐にわたるが、諸外国の現代音楽の現在を提示すべく、これまでにファーニホウやシュトックハウゼンの作品を

日本初演した他、ドイツからピアニストのベンヤミン・コブラー氏、オランダからフルーティストのハリー・シュタレフェルト

氏を招いた演奏会を企画するなど、国際的な拡がりをもった活動を展開してきた。今回は、スイスを代表する現代音楽演奏団体

「アンサンブル・フェニックス・バーゼル」から 3名のメンバーを招いて「スイスと日本の新しい音楽」を特集する。日本側の選

曲では、作曲家の公募という試みを行った。多数寄せられた中から出演者と主催者の合議で選抜された稲森安太己、日野原秀彦の

両氏に新作を書下して頂く他、主催者作品として山根明季子、アンサンブル委嘱作品として山本裕之氏、それぞれの作品を含めた

全 4作品の一挙初演となる。スイスの 3作品も、ここ数年書かれた 2作品と今年書かれた新作で、まさに「新しい」作品ばかり、

しかも 5曲に及ぶ新作の全てはトリオ作品という意欲的な内容だが、名手 3名の洗練された演奏により新鮮且つ充実した体験と

なるであろう。experiment にてスイスの現代音楽シーンを紹介して頂くことと併せて、最前線の音楽状況をご堪能頂きたい。

eX.

Ensemble Phoenix Basel
1998 年の設立以来、バートウィスルのオペラ《パンチ＆ジュディ》、カーゲルの《マーレ・ノストルム》、マルターラー

監督による《月に憑かれたピエロ》などの注目すべき公演、WERGOのミューラー＝ジーメンス作品集をはじめとする

CD録音に携わってきた。33 名に及ぶメンバーはそれぞれ現代音楽のスペシャリストであり、スイスを代表する現代音楽

アンサンブルとして、バーゼルでの定期演奏会の他、スイス国内各地はもとより、ヨーロッパ諸国、中東、アジアなどの

現代音楽フェスティヴァルに多数出演している。

   　　　＜公式サイト＞ http://www.ensemble-phoenix.ch/　（英語・独語） 

   　　　＜eX. のサイト＞ http://www.komp.jp/09_08_03.html　（日本語で出演者 3名の略歴を掲載）

 榊原敏子 cl / Daniel Buess perc / Christoph Bösch fl （表面写真掲載順）


